
 

 

 

 

朝晩は涼しくなり、過ごしやすい季節になってきました。日が暮れるのも早くなり、秋の

気配を感じます。この時期は、気温の変化が激しく、体調を崩しやすいです。風邪をひかな

いためにも、規則正しい生活を心がけましょう。 

＜４月の視力検査の結果より＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
子どもたちの目を守るために、日本眼科医会より啓発資料が

届いています。ぜひご覧ください。 

R６．10．１ 

福井市啓蒙小学校 

保健室 

本校児童の裸眼視力 1.0未満者は福井

市、福井県と比較しても高い値になって

います。高学年になるにつれてスマホや

ゲーム機器を使う頻度が増えると同時

に、裸眼視力 1.0未満の児童が増えてい

きます。スマホやタブレットなどの機器

を活用することが多い世の中で、視力低

下が危惧されています。目にやさしい生

活を心がけて、視力低下を防いでいきた

いですね。ご家庭でも、視力が低下しな

いように機器との付き合い方をぜひ見直

してみてください。 
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６年生：「命をつなぐバトン」 
 

５年生：「救える命」 
 

４年生：「ドキドキは生きているサイン」 
 

９月発育測定後の保健指導「からだ・いのちは大切」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これからも、子供たちと「こころ・からだ・いのち」について一緒に考えていけたら

と思っています。自分のことを大切に思える児童が増えることを願っています。 

おうちの方といっしょによみましょう。 

心臓が全身に血液を送っていること、

心臓が動かなくなると血液が脳に行かな

くなり脳に障害が残ってしまうことを理

解しました。   

心臓が止まった時は、AED を取りに行

くこと、AEDを使うことが命を救う力に

なれることを学びました。地域に設置さ

れているAED についても調べました。 

誰かが倒れた時には、勇気をもって応援を

呼ぶ、救急車を呼ぶ、AED を持ってくる、

心肺蘇生をすることを学びました。最初はぎ

こちない呼び方、胸骨圧迫でしたが、慣れて

くると、大きな声で呼んだり、速やかに行動

したり、力強く胸骨を押したりできるように

なりました。命について向き合う時間になり

ました。 

聴診器で自分の心臓の音を聴きました。

その後、友達の心臓の音も聴いてみまし

た。「ドクン ドクン」ときこえてくるこ

とで「生きている」ことを実感していまし

た。２４時間３６５日休むことなく動いて

いる心臓。時には、気にかけてあげたり、

たっぷり寝たり、体によい食事をとったり

することが、心臓をイキイキと保つことに

つながると話しました。 

AED調べ 


